







て、輪廻の苦しみからの解放という考え方は、むしろ平等で格差のない社会の実現をめざすためのものではないか。個人が心の平安を求め、釈尊が説いた実践、とりわけ物欲 克服に向けての努力は、心に平安をもたらすだけでなく、世のため人のためになり、平穏な社会の実現向け 、その構造を作りかえていくような働きをする。ひたすら自分のために、自分が心 平安を得るた にとして起こした行動が、そ 意図とは無関係に、自動的に他人のためになっている、逆に人 ため 思って為 ことは あんがいそうなっていない。ここで考えてみたいのは、このような上座仏教の仕組みについて です。　
釈
尊の考えをさぐるということになれば、それは経典の分析によって為される必要がありま





の知り合いは、ほとんどがこれに深くかかわっている人たちです。歴史の現場を訪ねたり、史料の調査をしたりしておりま と、出家や在家の行動が目に入りま また、この人たちとの何気ない会話の中に仏教の話が出てきたりします。 ちろん歴史的事件も仏教に関係するものが少なくありません。　
こ
うしたことを通して、つまり宗教に関する正面からの調査や経典研究ではなく、かれらの
























しておりません。どちらかといえば畑作中心の農業が展開されてきました。ただ雨季と乾季はっきり分かれ、年間八百ミリ程度の降雨であっても それが雨季に集中 ますので、この時期は、 いわゆる「乾燥地帯」であっても緑なす平原 なります。しかし乾季はエーヤーワディー川の氾濫原や溜池の中で、農業が営まれ いたに ぎません。　
た
だ氾濫原や溜池は、我われの想像をはるかに超え、広大な農地を提供してくれます。降水
























ません。さきほどのシュエジーゴウン仏塔ですが、表面を覆う金箔は、風雨や灼熱にさらされるので、何年かごとに張り直さなけ ばなりま ん。そ 量たるや 計算したことはありませんが、まさに莫大 す。仏塔を建て　
仏
塔や窟院は、バガンにだけ建てられたわけではありません。チャウセーやサリンなど当時






























ないとわかっていても、仏様の遺物が納められていると観念することによって、ここに来れば釈尊に対峙しているというか、その存在をより身近に感じるこ ができる、そういう施設である訳です。従ってその敷地は、聖なる空間にほかなりません どん に朽ちて崩れかけていようと、その境内 入るときは、履物を脱ぎます。裸足にならなければなりません。それだけ敬意が払われているのです。　
そ
れからさきほどバガンにある窟院の一部に












ワディー川流域地方の「ジャータカ」は、バガン王国時代後半から五四七話で構成されておりますが、窟院の壁画には最後 一〇話がよく りあげられます。釈尊がその前世において、宰相であったり王子であったりしたとき、如何に機知に富み、清浄でかつ施しをよくし功徳を為していたのかということがモチーフになっております。絵の下の方には場面ごとに詞書（キャプション）があり 誰でもその話を思いだすこと できるようになっております。これを見た人は、大先達 る釈尊が成道するまでの善行を知り、わが身を正しこ にあ かりたいと思うわけです。　
こ
れもまた絵師に支払われる費用は、施主が工面するのです。商売がうまくいった、土地を
集積した結果、毎年莫大な地代 入ってくるといっ 人が、財産をはたいて、職人に描かせした。余談になりま が、 中世 キリスト教世界でもそうで が、 宗教画に描かれる王族、 役人、女官、農夫、職人 どは、その時、その地方 の姿をしておりま （
図
9） 。時代考証などをお


















営みの中で蓄積された個人の資産が使われているのです。しかし、これは決して新たな富を生み出しません。経済的にみれば、いわば消費された富 最終形態。我われの感覚からすれば、金箔で輝く仏塔を見ると「何と無駄なことを……」と。私などは、こんなお金があれば工場の建設やインフラ 整備など、生産的なものに投資す ば、経済はもっと発展し、生活は豊かになるのにと思ってしまいます。ところがこうした考えが、自らを苦しめる原因になっていることが、彼らとの付き合いの中で思い知らされる です。碑文に残す　
仏塔が個人によって建てられる場合は、
その縁起を記録に残すこともおこなわれていました。

























方を教え込まれたからに他なりません。そして釈尊の教えを信頼し、こ を日々実践することを生きがいにしたからでしょう。その 味で、僧侶には特別の敬意が払われます。何せ釈尊が規定した二二七の戒律をよりどころとし、人間的な生活を捨て、日々これを実践することなど、生半可な気持ちでできることではないと、誰でも知っているからです。我欲との闘いを、口先でなく自らの行動で私たちに示 てく ているのですから、その言葉には真理がやどり、尊敬の対象にならない訳がありません。　
私には、エーヤーワディー川流域史の研究をするう






















夕刻でしたか、お寺にやってきて しきりにこのお坊さんを問い詰めてい 人がいました。聞くともなしに聞いていると、 「今日 なぜきてくれ かったか」といっている です。この人は茶店の主人で、毎日このお坊さんは散歩の途中に、その店に立ち寄っていたようです。とろが今日はこなかっ 。それは何故かと訊いているのです。 、 「 や、今日、ちょっと別のところに用事があって」と釈明していました。　
な
ぜこうしたことで、わざわざ出かけてきて、詰問のようなことまでするのか。それはこの




















六万近くあるとされ おります。尼僧院も三千近く存在します。現在 上座部の世界 は、公
図17　カティン衣奉献のためお寺に向かう
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標軸で考えているのでしょうか。少々おおざっぱないい方になりますが、自分が空間と時間の接点に存在しているということについては、誰しも異論はないでしょう。空間についていえば、現在、私たちは宇宙の中に存在する地球とい 星の表面にある日本という国の真ん中あたり、愛知県の豊橋市町畑町にある愛知大学という敷地のやや南東よりに立つ研究館一階の会議室という所 居ます。しかし、あと二時間もすれば、それぞればらばらに、違った空間 存在すことになります。　
た
だこれは、近代になってからの、いわゆる科学的知識に基づく
もので、それまでは宗教によって多少の違いはありますが、仏教でいえば、この地上（閻浮提） 人界 畜生界、餓鬼界が存在し 天には天上界がある。天上界は一番上から無色界天、色界天、三三天などがあり、その下に我われに馴染み深い兜率天とか忉利天が含まれる欲天 ます。また地下に 地獄界、すなわち等活 黒縄、叫喚、大焦熱、などと下っていき、最も深いところに無間地獄 存



































































ます。現在は二つですが、前近代は一つであったに違いありません。二つの流れの一つは、例えば「現代に暮らす私たち」というように、原始時代、石器時代、縄文時代 弥生時代、古墳時代、平安時代、鎌倉時代などという流れの中で、明治時代になって国民国家が き 大戦を経て、現在の社会ができあがり、その中で生きていると考えます。
図
18のように、左から右に一直











































（A） 死生 （B）  死生  （C） 
 
図 19 生と死による時間の流れ 
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ているとか、月に行って、そこで今よりも安楽な暮らしをしているとか、考えていました。今、ここで生きながらえて、癌に苦しむよりも、そういう世界に行ったほうがその人にとっては幸せである。この地上にいるより、安楽な状態になれる、というような説明を信じることができれば、人の死を受け入れることも、別れの悲しみ 折り合いをつけることもできた訳です。そして自分も、そう う ころに行けると確信できれば 心が少しは楽 なります。つまり、死んでから先のと ろ（Ｃ）が説明できていると、別離の悲しみや死の不安は軽減され のではないでしょうか。　
ところが、
「科学」というものが発達してくると、 月や星の実態が明らかになる。魂は月に行っ
ていたと思っていたけれども、天体望遠鏡で見たりロケットが飛んで行って調べてみたりら岩石ばかりであった。探査衛星によって、金星や土星の姿があきらか る。こ して死後の世界、つまりあの世についての豊かなイメージが次々 消されていく。消すのはい のですが、 「科学」は、消したあとに何も描 い。 （Ｃ）のところを空白にし、経験的に証明できない部分を説明することは「非科学的」として これを放棄してしまう。　
し
かし人間は、だれでも（Ｃ）に行かなければなりません。行かなくて済む人は、ひとりも
いないのです。なのに そ がどんな所であるかわ らない。こ ま は 西方浄土だと 、
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からないものが住み着く。 「科学」が発達すればするほど、 後の世界、生前の世界を打ち消せば打ち消すほど、妖怪などがますます跋扈 、新手の幽霊 次々に生み出されます。 「科学」がこれほど発達しているのに、まだ幽霊や妖怪が居 というのでは く、 「科学」が発達したので、新手のモノノケ 出現す です。来世のために　
宗教は、
（Ｃ）をきちんと、 論理的に説明していました、 とくに「世界宗教」といわれるものは。




る段階で復活して、そこで「あなたは天国に」 「おまえは地獄」にということが決められてしまうという。それまでに安らかにお眠りくださいというわけですが、最終的には、神の意志によって、永遠に、福楽の世界である天国に行くか、地獄 落ちるかが決まるのです。全てが 思し召しで、現在の不幸を、主が、自分を救って れるために与えた試練、お試し 考えることができれば、これに耐え、 「彼」に愛されるような生活をしようという、ひたむきな心構えができあ っていく訳です。　
イ
スラームにしても同様で、死者はアッラーの神による最後の審判を経て、来世において楽
園に生を受けるか、永遠に火獄で生きることになるかが決まるとされます。だからどんな苦難に直面しても、アッラーの思し召しに従った生き方をしていれば、最終的に救われ と信じ自暴自棄にならず、前向きな生き方が きる です。　
ミ
ャンマーの仏教徒の場合はどうかといいますと、今は（Ｂ）のどこかに居るが、やが 死










いた段階に入るとそこが現世となって これまでの現世は前世になってしまう。さら その現世が死を迎えることによって、前世となる 具合に、結局 これは円環を描いてい ことになるわけです。
図
20のように円を死／生の境界で三等分し、右回りでみると、 （Ａ）が現世で
























はありません。先例があります。仏陀です。修行を積み、いろ ろな善行や布施をよくし、徳を次々に増やし、これを限りなく大きくしたことによって、最終的にこの円環から離脱しまた。 「ジャータカ」にはそのことが、諸種紹介さ ており、最直近 前世では、ヴェッサンタラ太子として生まれ、自分の持ち物はおろか、子供や妻、自分の目さえもバラモンに寄進をすることにより、功徳を為すこと げみます。そして、兜率天 転生し ここで天寿をまっとうしたのち、カピラヴァストゥ城の太子として生まれ、修行をして悟りをひらき、この円環から離れていきまし　
輪
廻を断ち切って、もはやどこにも再生 ない 永遠の福楽 世界に入って行ったのです。








ります。お父さんが死んでしまった。しばらくして、家族はどうしても、もう一度父親に会いたいと思い、祈祷師 ところに行き 「お父さんは、今どこに居るのか」と尋ねます。そうすると「お父さんは何々県何々郡何々村の何とか う人の飼っているブタに生まれて ます」という答えが返ってきました。そこで家族が会いに行く訳です。　
確
かに何々県何々郡何々村にその人は住んでおり、ブタを何頭か飼っていました。事情を話




では、 戦時中一九万人の日本人が死んでいます。戦後、 戦友やご遺族が中心となり、 厚生省（現：厚生労働省）援護局やミャンマー政府の援助のもと、戦没者の遺骨を収集するという事業が何回かありました。魂を故郷に連れて帰る、という趣旨です。しかし、ミャンマーの仏教徒には、それがわからないのです。なぜ抜け殻を拾いにくるのかと。その人はとっくの昔どこかに再生して、別の歩みをしているのだから、遺骨は単なるリン酸カルシウムの集合体にすぎないのに。　
た
しかにあの人たちも人が死ぬと、遺体を墓地に埋葬します。それは、そのままにしておく
と腐敗し、ウジ 湧いたり て非衛生的だからというの 、そ 主たる理由です。死 を埋葬する場所は村の外にありますが 一度埋めてしまえばほとんど顧みません 草が生い茂ったり、墓の構造が崩れ、中の骨が見えたりしていようがお構いなし。とうぜん日本で見られる年忌法要などもありません。祥月命日だとか お盆、正月などにお墓に出掛けて行き、掃除を たりそこから先祖の霊を家に連れてきて、今度は送り火をたいて帰したり、ということもしません。お寺に墓地はありませんし お坊さんが 法事をリマインドするようなこ もしません　
つ
まり「祖霊（先）崇拝」というものがないからです。先ほども申し上げましたが、自分が





の世でたまたまそのような関係になっただけで、この段階で恩は受けますが、その前の祖父母、曾祖父母とか、その前 祖先が自分の現在を決定しているのだという考え方はしません。何らかの恩義を過去に受けているかもしれませんが、それは現在他人として暮らしている人たちに対してもいえることです。系図を作って祖先としてこれを認定し、排他的にこの人たちを特別視することはしません。これは何々家の墓がないことに示され ます。日本 お てこうした墓は、祖霊崇拝や「家」制度と密接に結び付いた考え方 発していること 誰しも認めるところで これが「普通」であると思っております。　「家」
の観念がないので、名前に、イトウとか、ヤマグチとか、日本でも明治時代になって、





そういう点では、こうした問題に苦しむ日本女性にとって、 「先進的」な都合のいい考え方です。ある女性の話ですが 絶対に姑とは同じ空間には入りたくないということで、墓のなかに仕切りを設けたいという。なぜ のようなこ が起 るかといえば、家制度があり、そして先に述べましたように、骨の中にまだ魂が宿っているという考え方があるからでしょう。前世の因縁　
で
も、その魂はいったいどうなるのでしょうか。柳田國男などは、それが何十年か経つと先
祖霊となって全てが一体化し、ついには山の神になって、共同体を守る存在にな というような、非常に無理な考え方 す 訳です。釈尊 そ 単線的な、 つのまにかうやむやになるような、究極的にどうなるか分からな よう 説明ではなく、より現実的明示的 、自業自得の理を解きました。　
先
ほども申しましたが、結局、これで何を説明するかというと、心に平安を、社会に安定を











は決定的に異なるところです。つまり、全知全能の神が存在していて、それが自分たちの一生や生き方をコントロールしている、決めてくれている。ある場合には、神が手を差しのべて救ってくれる。いま逆境にあって、 苦しみのどん底にあるのは、 神が自分をお試しになっている だ、だからこ に耐えれば、天国に再生 きる、という確信を だく。そして、神に認められる方法は、神父 牧師やウラマーが教えてくれ とはならないのです。　
で
は、仏様をかたどった像のところへ行って、また仏舎利を祀った仏塔をつくって拝んだり
しているのは何だ、ということ なります。 「明日試験があるから、どうか私にお力 」と祈っているのかというと、そうではありません。そ では、釈尊に向き合い、そ 善行を偲び あのようなおこないをしたことによって、仏様は現世の苦しみから解き放されて、涅槃の境地に入られた、解脱された、という理解のも それに自分 おこないを照らして、自省しているのです。それは釈尊の教えを介して自分自身 対話をしているといってよ と思 ます。決して「すみませんお賽銭はこれ けですが、 宝くじが当たりますように」 訳ではないのです。釈尊は神ではなく、偉大なる 師なの から　
超
自然的な存在にすがり、その力によって窮状を救 てもらう、苦しみから解放してもらお













たいと、誰しも思うでしょう。金銭も、名声も、周辺の後ろ盾も、来世の存在を変えることはできません。ですから現世では、最終的に功徳を為すしかありません。これを き だ 大きくして、来世に望みをつなぐのです　
た
だこれは、死んだ後のためだけいう訳でもありません。因果応報という考え方は、明日、





生活のなかで、 殺生をしない（不殺生） 、 人のものを盗まない（不偸盗） 、 不倫をしない（不邪婬） 、嘘をつかない（不妄語） 酒を飲まない（不飲酒） 、というこれら五つの規範をさします。私有財産制や家父長制を基本とした社会における、秩序維持 ための基本的な決まり事とい てよいでしょう。しかしこれを全て、完全に守ることは 可能 近い。特に不殺生や不飲酒は。　
酒
を飲むと理性のコントロールが効かず、あらぬ事を口走ったり、おこなったりします。酒
を飲む前は、絶対に車の運転などしないと思っていても 酒が入るとその誓いはどこかにいってしまいます。飲酒運転は、酒を飲むこ を許 て る限りはなくならないでしょう。正気のときにはしないと思っても、酒を飲むことによってそれは御破算に る。酒は人を狂わす、故に飲んではいけ なるのですが。ともあれこの五戒を守れば、自分の心を平安に保つ とができ、悪因悪果から逃れることができ、悪徳 為したという思いはなく でしょう　
しかし、
































おふるまいでも、僧侶にするのと俗人に対するものとでは、前者のものがより多くの功徳ができるということ す。たぶん現実世界での物的な見返りが期待できない施しの方が、より多くの功徳になるという考え方からきてい 思いま 。　
こ
の点について、仏教徒の知り合いに尋ねたことがあります。もし家の前に、托鉢の僧と哀
れな乞食が立った場合、どう るか。答えは瞬時に返ってきました。迷わず、お坊さんに食事やお金を差し上げ の 物乞いは前世の因縁でそうやっているのだから、哀れではあるが仕方がない。それよりも、修行に励んでい お坊さん 寄進した方が、自分の功徳になるというのです。三衣一鉢　
こ
うして見てきますと、功徳を為すと う行為の最たるものは、全て仏教施設や僧侶に絡ん




















仏塔や窟院は、これを施主が独占 る訳ではありませんので 先ほども申し上げましたとおり、皆のため、いわば公共の施設と っていきます。質素な生活　
出
家すると二二七の戒を守らなければなりません。つまり五戒プラス二二二戒ということに
なります。ここには、頭を丸め ことからはじま 、結婚しない 装飾品をつけない、豪華な寝台に寝ないなど、いわば日常生活を律するさまざ な規則が定められています。物を食べるときに音を立ててはいけないというのも入っています。何しろ二二七も すので、一挙手一投足に縛りがあるとみてよい。それが定められた一つ一つの意味が理解できなくても、まずはこれに従う。そうすれば次第 心が落ち着き、清浄になって、宗教的覚醒に近づく 理屈より、まず形からはい
る（５）
。自堕落な生活を送っている者が、早起きし規則正しい生活をはじめる







「法臘」 といって、 出家して何年かによって序列が決まることに由来します。 「緋の衣を着た高僧」などという考え方はありません。大乗仏教は着ているものを見れば 偉いお坊さんかどう がすぐに判るよ ですが、上座仏教 世界で 、不可能です。修業期間の長短が問題になりますので、例えば、五〇歳になってから出家し、まだ五年しか経っていな 比丘は 二〇歳で出家して一〇年経って る僧侶から れば、まだ若僧です。五五歳のほうが 年 取って、人生経験もそれなりに積んで ようで が、お坊さん 世界で 、出家した期間が短いということで、上下関係が決まってしまいま 。　
面白いことに、
お坊さん同士が出合ったときには火花が散って、 「こいつは法臘何年か」とお
互いに探りをいれる。外見ではわからない です。そして遂に 「あなた 出家して何年か」
63
とどちらかが聞く。 「俺は何年だ」ということになると、 「ああ、それだったら、私の方が下で、あなたのほうが上だ」と、 なります。座っている位置がパッ入れ替わり、 若い客人であろうとも、長くお坊さんをやっていれば上座に着くことになり、言葉遣いも変わります。私は、お坊さんと旅しているとき、このような場面によく出くわしました。ち みに 普通のホテル、つまり俗人が宿泊するような所などには、泊まりません。だ たいは、僧院か在家の家です。公共事業　
何しろ、
お坊さんは物に囲まれたり、財産を蓄蔵したりすることはできません。寄進で、 「お





じてその都度、モルタルにいくら、煉瓦にい ら、各種木材 いくら その運搬 にいくらとか、かかった費用が実にこまごまと記されていま （
表
1） 。全ての碑文がこんなに詳しいかと














のでは、効果がないことは誰しも考えるこ す。一応、税金のかたちで、住民が生み出した余剰を収奪するが、こ 富を使って 仏塔や窟院を造る。もちろん自分の権力を誇示する目的もあったでしょうが、この施設 自らに安寧を たらす めのもので、よしんば うして得られた人望を手段に また新た 収奪を試みても、限度があります。　
先
に述べたように仏塔や窟院の場合はその維持管理費をまかなうために、寺院を建立したと
きは、ここで修行する僧侶のために、田畑や村の寄進もおこなわれました つまり、そこから納入されてい 税金が、僧侶に修行を遂行させるため 使われるの 釈尊を身近に感じる壮大な施設を建て り、 その教えを実行する僧伽（比丘の集団）の繁栄を企図したりすることは、一般民衆のためにもなったに違いありません。　
つ
まり、大規模な宗教施設の建設は、公共事業のようなものです。現在でも、我われが納め





てお金をたくさん持っている人でも、だんだん死が近づいてくると、来世にはお金を持っていけないので、これを功徳に変えようとする。それは、仏塔や僧院の建立 お坊さんに寄進をすること どによって可能とな 。また私財を放出し、仏教の繁栄に貢献すれば、人びとの信頼を勝ちえ、これによって商売がうまくいく いうこともある。しかしそれとて 蓄積した富は、来世に持っていけない。　
先
に申し上げましたように、我われの感覚からすれば、仏塔や窟院を建て、これ 大金をつ









苦の根源である、欲を断ち切るための仕掛けは、仏教の専売特許ではなく、他の宗教や信仰の世界観 なかにもあります。この点での共通性を描き出そうというのがこの講座 趣旨 が、その意味を考えるうえにおい、 うし 「世界宗教」 を取り入れていない、 いわゆ 「部族共同体」の事例は、そ 手がかりを与えてくれます。こうした社会では、その見返りを求めることなく、特定 個人や家族が成員 対して、きわめて巨額な贈り物や供応をすることがありました。　
財
産をいっきょに使い果たすという、経済的にみれば単なる浪費であって、饗宴の主体が勢




























踊りの場所に入り、これを一周する。その際祭主の妻は、財の篭とみなさ る、中は空っぽの竹篭を額から背中につるしているそうですこの篭にはジョイワーが唱えた、白米、サトイモなどの作物やニワトリや豚など全 の家畜、川で採れる砂金などが、この祭りの結果として 入っていくと信じられていまし 。　
二
周目からは同族以外の人も加わり、三周












の家から、朝夕の食事 濁り酒 ふるまわれた 生贄の肉は、その大半がこうして消費されていく。歌と踊りによる祝宴は最終日まで続き、その夜、豊穣の祈願を終え、全ての精霊を見送り、祭主に災厄をもたらす精霊を追放する儀式を最後に、こ 家が財に恵まれる とを祈って、祭りは終わる。　
マ
ナオの祭りは、豊作と子孫の繁栄、無病息災を天の精霊マダイに祈願して、四日間続きま




数百人の来客があり、水牛、牛、ブタなどが生贄とされ、その数は二〇頭を越える。お酒もふるまわれます。何度もいいますように、費用は祭主個人が全て負担します。ある意味、祭主の蓄えは底をつくことになるでしょう。財の篭にマナオがいろいろな財宝や福楽をもってきてくれるとはいいますが、それは想像上の出来事にすぎません。現在持っている富を全て人に分け与えるかたちになるので、これによって威信が上昇すること あっても、経済的には無一文なってしまう。ここには、富を放出することにより、自分や家族にさらなる福楽がもたらされるという理解があり、 れが精霊という、あの世の存在との関連で説明 れていることがわかります。ロンユー　
カ
チンのいる山地の西部に、これまたビルマ語でチンと総称される人たちが住んでいます。






































ある牛を提供し、酒をふるまうという点ではマナオと一緒 す。主催する人はそれだけの財力がなければならず、それまでに蓄積した富を、この儀式で、ある意味全て使い果たしてしまうことにな でしょう それも七回もしなければならないとなれば、財の蓄積など不可能に近い。もちろん、そうすることで、その人は社会的な威信は高まっていくが、経済的には無一文になる。しかも の放出した富が、利潤を生み出すこともありません。　
そ
れでも石曳き儀式に手を挙げるのは、現





















































は自己を犠牲にして、世のため人の め うこと 成り立っている訳ではありません。他人のためというより、まずは自分のためなのです。だから皆こぞってこれを実践するのです　
と
ころが寄進による富の消費は、結果的に世 、人のため なっていきます。富を集め







人間として生まれれば別の家族を形成するし、ブタや、牛や もしくは虫けらに転生するかもしれません。その人とは 今度いつどのような関係のもとで巡り逢うのか、 まったく分からない親子・兄弟姉妹・親類縁者や隣近所という関係は、 世だけの話であるということです。従って自分の子どものために財産を残すとか、家系が繁栄するように いう考え方は、基本的 はしない。意味がない。逆に、そのような考え方 してい と 富が世代を越え 一部分に蓄積され、世の中の格差がど どん広がって くこ を、釈尊 よく知っていたのです。　
結
局、富を蓄えても、現世だけ 問題です。しかも、私はお金持ちになったことはありませ

















他人に気に入ってもらえるような事業にまわす、つまり利潤が利潤 生み出すような事業に投資していく。そしてこれがうまくいくというこ は それは隣人を豊かにしている証拠で そのようなことができ のは、これは神によって認められているからに他ならない。　
明
確なかたちではないが、こうしたことを通じて、自分は神の思し召しにか っていること
を実感でき、将来天国に召され とが確信できる。カルヴァン的な「予定説」を信じる人は、富をできるだけ蓄積し、そしてそ 富を、また新た 富を生みだすものに投資 していくのです。まさにマックス・ヴェーバーが指摘したよ に これは資本主義の精神そのものですが、そういうことで自分の心の平安を得る。これだけ富を作り出し、すな ち隣人に幸せ もたらしたのだから、自分は神に愛されていることは間違いない 死んだら天国に行くように決められているからに他ならない、と思えるよう な です。　
こ
れまでお話ししてきましたように、仏教 これと真逆の考え方をします。苦の根源は欲に
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